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ネットワークの設立について県内の自然環境の保全に関連する様々な団体が、相互の連携及び協働を図ることを目的に、平成２６年３月７日、なら生物多様性保全ネットワークを設立しました。ネットワークには、平成２６年５月１９日現在で、生物多様性保全の普及活動に取り組む団体として74団体に参加していただいています。本来は、設立した時点で皆様にお知らせすべきところですが、皆様へのご報告が遅くなりましたことをお詫び申し上げます。大変、申し訳ありませんでした。
フォーラムの開催結果のご報告県ではネットワークを設立したことを記念し、平成２６年３月８日に奈良県産業会館においてフォーラムを開催いたしました。

■日 時 平成２６年３月８日（土） 13時～15時■場 所 奈良県産業会館 １階 大ホール （大和高田市幸町２－３３）■参加者 180名＝プログラム＝講 演：「人も野鳥も自然のなかま」日本野鳥の会奈良支部前支部長 川瀬 浩氏事例発表：①御所実業高等学校環境緑地科 教諭 吉田 宏 氏②虫いっぱいの里山づくり隊 会長 宮武 賴夫氏奈良の自然紹介：奈良県立野外活動センターパネルディスカッション「大和の自然のそこぢから」［コーディネーター］奈良教育大学名誉教授 前田 喜四雄氏［パネリスト］川瀬 浩氏,吉田 宏氏,宮武 賴夫氏,木寅 雅史氏（県立野外活動センター）＝内容紹介＝講演では、県の鳥であるコマドリやオオタカ等の野鳥の生息状況について解説していただき、野鳥の生息環境には人為的な活動が影響しているということをご説明いただきました。また、パネルディスカッションでは、ネットワークの第一の目的として、多くの方に生物多様性の重要性に関心をもっていただくことが重要で、そのためにはどうすればよいかが議論されました。さらに、ネットワークの次の段階として、保全しないと何が問題なのかを具体的に議論して共有する必要があるという意見もいただきました。
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※フォーラム開催日の午前中には、団体、企業、学校などの生物多様性保全の活動を紹介するブース展示の他、クラフトや化石のレプリカづくりの体験イベントを実施し、多くの方々に参加いただきました。関係者の皆様には、ご協力をいただき、ありがとうございました。

ネットワークの今後について現在、74団体の方々に参加していただいていますが、さらに加入数を増やしていきたいと考えています。事務局では、ネットワーク会員を随時募集しております。皆様と同じような活動されている団体で、未加入の団体があれば、ご周知下さい。ネットワークの概要は、奈良県 景観・自然環境課のホームページ（http://www.pref.nara.jp/2613.htm）に掲載されています。
イベントのご案内○○○○NPONPONPONPO法人東洋蝙蝠研究所・こうもり博物館法人東洋蝙蝠研究所・こうもり博物館法人東洋蝙蝠研究所・こうもり博物館法人東洋蝙蝠研究所・こうもり博物館こうもり博物館では「夜のいきもの観察会」が6月14日,7月19日,8月23日,9月27日に開催されます。観察会に参加するには、こうもり博物館に事前申し込みが必要となります。お問合せ先［こうもり博物館 TEL:0742-95-0023]○橿原市昆虫館○橿原市昆虫館○橿原市昆虫館○橿原市昆虫館橿原市昆虫館において、6月1日に「むし祭り2014」が開催されます。その中で、御所実業高等学校が「想い出をつなごう！おりがみアクション」を行います。お問合せ先［ 橿原市昆虫館 TEL:0744-24-7246］
情報提供のお願い御所実業高等学校では、「御所市近隣の小学校で田んぼの学校（米づくり）をしている小学校」を探されておられます。御所実業高等学校は、これまでの調査活動の経験を生かし、「田んぼの生物多様性」と「日本の食と外来種問題」の普及をしていきたいと考えられています。小学校の田んぼの条件としては、”ジャンボタニシがいる”、”バケツ稲でない”田んぼです。お心当たりのある方は、御所実業高等学校教諭の吉田様まで情報をお寄せ下さい。ご協力お願いします。生物多様性に関する情報や皆様の活動取組、イベント情報等を会員の皆様に発信していきます。開催するイベント情報等がありましたら、事務局までご連絡下さい。案内させていただきます。事務局から

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ なら生物多様性保全ネットワーク 事務局 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆奈良県 くらし創造部 景観・環境局 景観・自然環境課自然環境係〒630-8501 奈良市登大路町３０
TEL ：0742-27-8757 FAX： 0742-22-8276

E-mail：ikimono@office.pref.nara.lg.jp
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